
　「『
自
立
す
る
18
歳
』
の
育
成
」
を
最

高
目
標
に
掲
げ
る
京
都
府
・
京
都
市
立

堀
川
高
校
は
、
２
０
２
２
年
度
入
学
生

の
教
育
課
程
も
、
そ
の
目
標
の
下
で
編

成
し
た
。科
目
や
内
容
の
扱
い
に
大
き

な
変
更
が
あ
っ
た
国
語
科
、地
理
歴
史
・

公
民
科
、数
学
科
、情
報
科
に
関
す
る
情

報
を
、
校
内
で
研
修
会
を
実
施
し
共
有

し
た
上
で
、
各
教
科
で
の
対
応
を
検
討
。

例
え
ば
、「
数
学
Ｃ
」
が
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
の
出
題
範
囲
と
な
る
こ
と
も

想
定
し
、３
年
次
に
学
校
設
定
科
目「
数

学
演
習
」
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
授
業

時
数
は
、こ
れ
ま
で
の
週
35
単
位
時
間

１
年
次
に
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
検
討
の
結
果
、１
年
次
の
総
単
位
数

は
33
単
位
と
し
、教
育
課
程
外
に「
学
び

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」（
図
１
）を
週
１
コ

マ
配
置
。２
年
次
の
総
単
位
数
は
33
単

位
、３
年
次
は
31
単
位
で
編
成
し
、毎
日

７
限
ま
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
こ
れ
ま

で
の
教
育
課
程
に
比
べ
、
生
徒
が
自
分

の
望
む
学
習
を
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。

　
ま
た
、各
大
学
の
、25
年
度
入
試
で
課

す
教
科
・
科
目
等
に
関
す
る
情
報
の
公

表
を
受
け
、校
内
で
対
応
を
協
議
。「
情

報
Ⅰ
」に
つ
い
て
は
、22
年
11
月
に
公
表

さ
れ
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
サ
ン

プ
ル
問
題
を
踏
ま
え
て
、
３
年
次
の
夏

季
休
業
中
の
補
習
実
施
な
ど
、
詳
細
を

検
討
す
る
予
定
だ
。地
理
歴
史
・
公
民

科
は
、大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で「
公
共
」

と「
政
治
・
経
済
」ま
た
は「
公
共
」
と

「
倫
理
」を
選
択
で
き
る
大
学
が
想
定
よ

り
多
か
っ
た
た
め
、「
歴
史
総
合
」
及
び

か
ら
、学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
示
さ

れ
た「
週
当
た
り
の
授
業
時
数
は
、30
単

位
時
間
を
標
準
」を
基
準
に
検
討
し
た
。

　
教
育
課
程
の
編
成
過
程
で
は
、
学
習

の
自
己
調
整
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
育

成
す
る
の
か
も
検
討
し
た
。
飯
澤
功い

さ
お

教

頭
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
１
年
次
か
ら
生
徒
主
体
で
探
究
学

習
や
学
校
行
事
を
行
う
こ
と
で
、
３
年

次
に
は
、
自
ら
計
画
を
立
て
、
問
題
を

解
決
し
な
が
ら
、
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、

そ
う
し
た
自
己
調
整
力
を
教
科
学
習
に

は
生
か
し
切
れ
ず
、
学
力
が
伸
び
悩
む

生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
教
科
学
習
に
お
け
る
学
び
方

を
学
ぶ
『
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』
を
、

自
分
で
学
ぶ
力
を
育
み
、自
ら
デ
ザ
イ
ン

し
た
学
び
を
実
践
で
き
る
よ
う
に

教
育
課
程
や
教
育
活
動
の
見
直
し

生
徒
主
体
で
学
び
方
を
学
ぶ
、週
１
コマ
の「
学
び
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
」で
、生
徒
の
自
己
調
整
力
を
高
め
る

京
都
府
・
京
都
市
立
堀
川
高
校

２
０
２
２
年
度
入
学
生
か
ら
、
生
徒
同
士
が
学
び
方
や
学
び
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

を
、１
年
次
に
始
め
た
。
３
年
次
に
は
、自
己
調
整
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
目
標
だ
。

高校
実践事例

1

学
校
概
要

設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
人
間
探
究
科
・
自
然
探

究
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
京
都
大
、

大
阪
大
、
神
戸
大
、
京
都
府
立
医
科
大
、
京
都
府
立
大
、

大
阪
公
立
大
な
ど
に
１
３
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な

ど
に
延
べ
２
９
９
人
が
合
格
。

１
学
年
主
任

飯
島
弘
一
郎　

い
い
じ
ま
・
こ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
国
語
科
。

進
路
指
導
主
事
、企
画
推
進
部
長

滝
本
梨
恵
子　

た
き
も
と
・
り
え
こ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
13
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

教
頭飯

澤
　
功　

い
い
ざ
わ
・
い
さ
お

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
19
年
目
。

副
校
長

中
村
陸
子　

な
か
む
ら
・
み
ち
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
13
年
目
。

観
点
❶
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な
学
び
方
を
自
分
で
選
び
、
学
び
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
そ
の

目
標
か
ら
逆
算
し
、
１
年
次
の
う
ち
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
年
間
計
画
（
図
２
）
を

立
て
、
そ
れ
を
基
に
、
各
教
科
が
具
体

的
な
活
動
計
画
を
作
成
し
た
（
図
３
）。

　
実
施
教
科
は
、全
教
科
の
学
習
の
土

台
と
な
る
国
語
・
数
学
・
英
語
で
、
毎
時

間
１
教
科
と
し
た
。ま
た
、２
年
次
の
科

目
登
録
に
向
け
て
、生
徒
に
学
ぶ
意
義

を
深
く
感
じ
て
ほ
し
い
と
考
え
た
地
理

歴
史
・
公
民
も
ス
ポ
ッ
ト
で
実
施
し
た
。

　
４
月
に
実
施
し
た
１
回
目
は
国
語
で
、

古
文
文
法
の
小
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、

個
人
で
学
習
を
振
り
返
っ
た
後
、グ
ル
ー

プ
で
教
え
合
い
や
、
学
習
方
法
・
動
機

づ
け
の
方
法
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
た（
図
３
）。他
教
科
も
同
様
の
進

め
方
で
、他
者
の
学
び
方
や
学
び
に
対

「
地
理
総
合
」を
受
験
科
目
と
す
る
基
本

方
針
を
確
認
し
つ
つ
、３
年
次
の
選
択

科
目
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
い
る
。

　
同
校
に
と
っ
て
新
た
な
活
動
と
な
る

「
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
目
標
は
、

３
年
次
ま
で
に
、
生
徒
が
自
分
に
必
要

す
る
考
え
を
聞
く
こ
と
で
、自
分
に
と
っ

て
の
よ
り
よ
い
学
び
を
探
っ
て
い
く
。

　「
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
進
行
役

は
、
教
科
係
の
生
徒
が
務
め
る
。
各
教

科
の
教
師
か
ら
、
事
前
に
そ
の
時
間
の

目
標
や
大
ま
か
な
流
れ
に
つ
い
て
指
導

を
受
け
た
後
、教
科
係
は
、資
料
配
布
や

説
明
の
仕
方
、ま
と
め
の
内
容
な
ど
、ク

ラ
ス
に
合
っ
た
方
法
を
考
え
る
。当
日
、

教
師
は
廊
下
か
ら
見
守
り
、
気
づ
い
た

同校では、「学年の様子」として、学校行事やＬＨＲ、模擬試験などに結びつけて、生徒
の目指す姿を学年・月ごとに示している。それを踏まえて、「学びのアセスメント」で行
うことを、右欄の「学びのアセスメントで確認したいこと／気づかせたいこと」として明
記。各教科担当者は、それを基に、「学びのアセスメント」の自教科の年間計画を立てた。
※学校資料を基に編集部で作成。

学習姿勢：目標と目的を意識し、調整しながら謙虚に学ぶ。
なれる：謙虚に学ぶ姿勢を持ち、作法を身につける。
たのしむ：他者とかかわり、見聞を広め、知性を育む。

学年の様子 実施
教科

学びのアセスメントで
確認したいこと／気づかせたいこと

４
月

■探究DIVE
＝学問的興味を
刺激し、学びに
向かう意欲を喚
起
■課題テスト、
キャリアパス
ポート
■第１回学習状
況連絡会（入学
時の学力／学習
状況の確認）

※セルフチェックシートを用いて時
間割に合わせた平常授業の予習・復
習サイクルを確立する。
初期に標準を上げておくことが大切
※振り返りの質についてチェック。
後期に入るまでに振り返りの質を上
げていきたい
（コメント／クラスでよいものを紹
介するなど、教科担当者・担任の二
人三脚でありたい）
※現時点での自分の強み・弱みだと
思っていることを言語化しておく。

4/22
国語

•やればできるはずのことが
できているか認識する。

•自身に定着するためにかか
る時間や方法を確認する。

•自分なりに計画を立てて臨
み、うまくいった点、不十
分だった点を言語化し、調
整しながら学ぶことの意義
を認識する。

•自身の学習スタイル（予習、
授業、復習への向かい方）
を見直し、友達を真似てみ
ようと感じる経験をする。

＝学習スタイルのよい生徒を
教科担当者と担任で共有した
い。

５
月

■スタサポ返却
＝学力 GTZ に
対し、学習習慣
がどうか確認

※高校で初めての定期考査である
前期中間考査へ自分なりに工夫して
全力で臨んだ結果、どうだったかを
考えることが大切になるので、まず
は全力で向かうよう促す。

5/2
英語
5/13
数学

•「言語文化」の確認の時間とする。
•学習の展開に合わせて、次の３ステップを繰り返し、らせん状に発展させる。
　①基礎事項の徹底　②ノートづくりを軸にした予習・復習の質の向上　③「『言
語文化』を学ぶ意味」を理解した上で、自ら問いを立て、相互に深める

•この時間のための事前学習は必要ないようにする（教科係主体で進めるため、全
く準備をしていない生徒がいたとしても、その時間を運営できることが必須要件）

確認したい項目 内容

第
１
回
（
４
月
）

•やればできるはずのことができているか認識する。
•自身に定着するためにかかる時間や方法を認識する。
•自分なりに計画を立てて臨み、うまくいった点、不
十分だった点を言語化し、調整しながら学ぶことの
意義を認識する。

【サイクルⅠ・ステップⅠ】①授業内
容に準ずる小テスト（文法・単語等）
を実施、②各自で採点した後、成果
と課題を整理し、改善策を考える、
③振り返りの結果をグループで共有、
④個人で気づいたことをまとめる

※学校資料を基に編集部で作成。

「学びのアセスメント」年間計画（抜粋）図 2

カリキュラム・
ポリシーより（１年次）

ポ
イ
ン
ト

「学びのアセスメント」概要図１

「学びのアセスメント」国語科の実施内容（抜粋）図３

◎目的　①個人として、自分自身の学びを振り返り、学習方法を自己調整する。
②クラスとして、高みを目指し、学び合う学習集団をつくる。

◎実施日・時数　毎週金曜日の４時間目、年間26時間（予定）※教育課程外
◎実施教科・時数　国語科（年間10時間）、数

学科（年間４時間）、英語科
（年間10時間）、地理歴史・
公民科（年間２時間）　

◎進め方　使用する資料やプリントなどは、教師
が用意。各クラスの教科係の生徒と
担当教師が事前に打ち合わせをし、資
料配布や説明などを行う進行役は、教
科係が務める。

※学校資料を基に編集部で作成。

高大接続の視点で見通す2025年度大学入試特集

他
者
と
の
対
話
か
ら
、自
分
に

と
っ
て
の
よ
り
よ
い
学
び
を
探
る

「学びのアセスメント」は生徒
のみで進行。教師は、教室
には入らず、廊下から見守る。
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点
は
、終
了
後
に
教
科
係
に
伝
え
る
と

と
も
に
、次
の
活
動
計
画
に
生
か
す
。１

学
年
主
任
の
飯
島
弘
一
郎
先
生
は
、教

科
係
が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
語
る
。

　「
活
動
の
雰
囲
気
づ
く
り
も
、
教
科

係
が
担
っ
て
い
ま
す
。
年
度
初
め
に
教

科
係
を
決
め
る
際
、
そ
の
教
科
の
成
績

が
優
秀
で
な
く
て
も
、
そ
の
教
科
が
好

き
で
、
ク
ラ
ス
全
員
で
そ
の
教
科
の
学

習
を
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
の
あ

る
生
徒
に
教
科
係
を
務
め
て
ほ
し
い
と

伝
え
、
実
際
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
が
就

き
ま
し
た
。
前
期
は
、
教
師
が
準
備
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
後
期
は
、
教
科
係

に
徐
々
に
任
せ
て
い
く
予
定
で
す
」

　「
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
が
始
ま
っ

て
半
年
。生
徒
の
学
び
方
は
変
化
し
つ

つ
あ
る
。６
月
の
調
査
で
は
、自
ら
数
学

の
予
習
を
し
て
く
る
生
徒
が
、例
年
に

比
べ
て
多
か
っ
た
。「
学
び
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
」で
学
び
方
を
学
ぶ
中
で
、
予
習

の
重
要
性
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
、
進
路
指
導
主
事
の
滝
本
梨
恵
子
先

生
は
語
る
。
学
び
合
う
集
団
づ
く
り
も
、

例
年
よ
り
早
く
進
ん
で
い
る
と
言
う
。

　「
１
年
生
の
う
ち
は
、中
学
校
時
代
か

ら
の
小
さ
な
プ
ラ
イ
ド
が
あ
り
、『
分
か

ら
な
い
』
と
な
か
な
か
言
え
な
い
の
で

す
が
、『
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』
の
時

間
に
、
分
か
ら
な
い
問
題
を
じ
っ
く
り

教
え
合
う
経
験
を
し
て
い
る
か
ら
か
、

ク
ラ
ス
内
で
質
問
し
合
え
る
関
係
が
築

か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。『
分
か
ら
な
い
』

と
言
い
合
え
る
ム
ー
ド
を
、
生
徒
自
身

も
喜
び
と
受
け
止
め
始
め
て
い
ま
す
」

　
中
村
陸み

ち

子こ

副
校
長
は
、
１
年
次
前
期

の
中
間
考
査
後
の
生
徒
の
様
子
に
、
こ

れ
ま
で
と
の
違
い
を
感
じ
た
。

　「
入
学
後
初
の
考
査
で
は
例
年
、
点

数
の
み
を
見
て
一
喜
一
憂
す
る
生
徒
が

大
半
で
す
が
、今
年
度
は
そ
う
し
た
生

徒
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。『
学
び
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
』
を
通
じ
て
、考
査
は
、

で
き
な
か
っ
た
点
を
把
握
し
、
学
び
方

を
振
り
返
る
機
会
だ
と
、
理
解
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
理
解
が
今
か
ら
あ
れ
ば
、
２
年
次
以

降
、
模
擬
試
験
な
ど
も
十
分
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
、期
待
が
で
き
ま
す
」

　「
学
び
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
効
果

検
証
と
改
善
は
、
毎
時
間
記
入
す
る
振

り
返
り
シ
ー
ト
や
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
行
う
予
定
だ
。
振
り
返
り
シ
ー

ト
は
、
年
度
初
め
の
記
入
内
容
と
比
較

し
て
、
学
習
の
悩
み
を
具
体
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
、
自
分
で
解
決
策
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
な
ど
を
見
取
り
、
そ
の

結
果
を
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

形
成
的
評
価
に
も
生
か
し
て
い
く
。

　
22
年
度
入
学
生
の
教
育
課
程
で
は
、

探
究
学
習
に
関
す
る
科
目
を
増
や
し

た
。
１
年
次
に
は
、
前
期
の
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
で
、
生
徒
が
自
分
の

関
心
を
じ
っ
く
り
掘
り
下
げ
、
自
身
で

解
決
し
た
い
課
題
を
見
い
だ
す
機
会
を

設
け
た
。
旧
課
程
の
そ
の
時
間
に
実
施

し
て
い
た
探
究
手
法
の
学
習
は
、「
理

数
探
究
基
礎
」
を
新
設
し
て
行
う
こ
と

に
し
た
（
図
４
）。
２
年
次
は
、
前
期

の
み
だ
っ
た「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

を
通
年
で
設
け
、
後
期
は
、
前
期
に

取
り
組
ん
だ
個
人
探
究
を
続
け
た
り
、

チ
ー
ム
で
探
究
し
た
り
す
る
時
間
と
し

て
、探
究
の
さ
ら
な
る
深
化
を
目
指
す
。

　「
教
科
学
習
、
探
究
学
習
、
学
校
行

事
等
の
す
べ
て
の
活
動
で
、な
ぜ
学
び
、

ど
う
試
行
錯
誤
し
て
成
長
し
て
き
た
の

か
を
、
生
徒
が
言
語
化
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
、『
自
立
す
る
18
歳
』
に

向
か
う
基
礎
と
な
り
、
25
年
度
大
学
入

試
を
始
め
と
す
る
こ
れ
か
ら
の
大
学
入

試
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

に
も
結
実
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中

村
副
校
長
）

１年生 入学直後 前期 後期

「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」

探究 DIVE
入学後、丸２日間、どっぷり
探究につかる。一見、手の
出しようのない「問い」に
「朋」とともに手と頭を使っ
て答えを導き出していく。

探究基礎 HOP
自分自身の問題意識や興味を深
める期間。探究の「愉しさ」を満
喫しつつ、探究という営みが様々
な場面で役に立つことを実感す
る。課題設定の方法について学ぶ。

探究基礎 STEP
自分の興味のある分野の少人数
講座に所属し、具体的な課題の
解決に向け、研究計画という戦術
を立てられるようになるための期
間。「常識」を「朋」と議論する。

「
理
数
」

理数探究基礎
理数的な探究活動を複数回行うことで、探究の「型」（仮説実証の
方法、研究倫理、数学・理科で学んだことの探究への応用）を身に
つける。国語力や論理的思考力も育成。文系を志望する生徒も、物
理等の考え方を理解できるようにする。

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

１年次の探究学習に関する科目の構成図４

「
分
か
ら
な
い
」
と
言
え
る
、

点
数
に
一
喜
一
憂
し
な
い
生
徒

す
べ
て
の
学
び
の
言
語
化
に
よ
り

「
自
立
す
る
18
歳
」
に
向
か
う
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